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印刷所（有lアオヤギ印刷

創立90周年記念式典

◎平艇0年開298（日）

◎烹讐慧ヨ烹9
●受　　付′午後1時より

●総　会／2時より（薫、創立90周年紀念事業報告）

●講演会／「白本点薬賞を受賞して」
講師倉本強氏（昭37・奄卒）

●懇親会／′4時頃の予定

●会　　責／／3．000円（受付にて）

●申込締切′／6月20日（金）

●申込先／同窓会事務局へハガキ又は
FAXでお申し込みください。

〒386・8585　上田市中之条626

上田干曲高等学校内同窓会事務局

TEL FAXO268・26－2898

●協力金1．000円（年一回）

●振込先　郵便局　払込取扱票

口座番号　00520－0－24045

●氏　名／長野県上田千曲高等学校同窓会協力金

通信欄に卒年と学科をこ記入ください。

●連絡先／同窓会事精局　TEL／FAXO26B－26・2898

●日　的′／事精局運営十、会報発行書、校内環境整備補助費

生徒部活動奨励金他

何
点
各
級

に両豆∵、

新
盆
鹿
川
嘉

同
窓
会
長
　
官
河

令
行
（
S
甲
竺

た
が
、
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
清
祥
に

て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
し

け
ま
す
　
ま
た
、
日
頃
は
同
窓
会
運

営
に
二
王
接
こ
協
力
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
■

さ
て
、
平
成
卜
し
ハ
年
度
に
始
ま
り

ま
し
た
創
立
九
十
周
年
記
念
に
向
け

て
の
中
葉
及
び
募
金
活
動
も
昨
年
度

で
全
て
を
完
了
し
ま
し
た
　
記
念
事

業
の
ー
王
な
内
笛
と
し
て
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
新
設
、
マ
シ
ン
の
設
置
、

そ
の
他
環
境
整
備
、
総
合
作
品
展
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ
の
開
催
、
記
念

式
典
、
況
門
会
、
記
念
誌
発
行
が
あ

り
ま
し
た
　
事
業
の
取
組
中
に
六
川

良
明
前
校
長
先
生
の
突
然
の
逝
去
に

よ

り

‥

時

の

不

安

も

あ

り

ま

し

た

が
、
杉
浦
一
弥
現
校
長
先
生
を
始
め

学
校
職
員
の
皆
さ
ん
や
P
T
A
、
生

徒
諸
君
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
と
会

員
各
位
の
∵
拭
団
結
し
た
暖
か
い
ご

支
接
と
地
元
行
政
の
ご
助
力
に
よ
り

成
功
裏
に
終
√
す
る
こ
と
が
適
っ
た

と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
　
少
子
化
し
一
地
方
財
政
の
逼
迫
に

よ
り
高
松
再
誠
計
画
が
進
む
中
て
、

県
卜
で
も
数
少
な
い
職
葉
亜
門
骨
川
蛇

と
し
て
存
続
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

今
絵
同
窓
会
に
よ
る
支
援
が
欠
か
せ

な
い
時
代
に
な
っ
た
と
‥
J
わ
れ
ま
す

今
年
度
は
少
√
化
の
巌
背
も
あ
り
、

定
日
割
れ
の
学
科
も
み
ら
れ
ま
し

た

対
策
と
し
て
は
、
生
徒
の
学
び
や

す
い
環
境
整
備
と
ク
ラ
フ
活
動
を
活

発
に
し
、
成
織
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ

い
∴
付
校
の
名
拝
を
あ
け
る
こ
と
が
、

本
校
発
展
の
第
．
前
損
と
考
え
て
い

ま
すつ
き
ま
し
て
は
、
創
立
吾
崇
周
年
に

向
け
会
‖
各
位
の
け
校
に
対
す
る
赫

槻
な
こ
支
接
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
噸
い
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
こ
健
瞞
と
こ
繁
栄

を
お
祈
り
申
し
卜
け
ま
す
■

学
校
長
　
杉
浦
一
鉢

倉
㊥

L
L
　
‖
持
回

を
歩
い
て
い

た
と
き
、
†

曲
川
の
淀

九

に

同

心

H
状
の
波
紋
が
広
が
っ
た
　
次
の
瞬

間
、
そ
こ
か
ら
＃
と
銀
色
の
も
の
か

飛
び
目
し
た
　
川
辺
の
柳
の
木
の
校

か
ら
飛
び
込
ん
だ
小
・
鳥
で
あ
っ
た

カ
ワ
セ
ミ
が
小
魚
を
嘩
え
て
、
飛
び
出

し
た
瞬
問
だ
っ
た
㌧
そ
の
抜
群
の
早
業

に
感
激
し
て
し
ま
っ
た
　
失
敗
し
て
川

底
に
ぶ
つ
か
り
、
く
ち
ば
し
を
僅
花
す
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ソフトテニス沢口会

機
に
私
た
ち
へ
の
風
当
た
り
は
強
く

な
り
国
は
「
建
築
水
準
法
」
「
建
築
士

法
」
を
改
正
し
て
h
l
l
任
と
義
務
、
倫

理
を
強
化
し
て
、
か
つ
建
築
士
の
細

分
化
で
明
確
な
責
任
所
在
を
求
め
て

い
ま
す
　
私
は
会
長
と
し
て
仝
告
日
の

意
見
を
汲
み
取
り
、
岡
の
機
関
等
と

の
折
衝
や
事
後
の
報
告
に
翻
弄
き
れ

た
近
年
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
与
え
ら
れ
た
使
命
な
の
か
と
も
思

い
ま
す
■
　
若
い
と
き
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
定
年
を
迎
え
る
予
定
で
し
た
の
に
、

何
時
見
た
夢
な
の
か
現
実
は
大
き
く

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
一
‥
1
は
後
に
、

若
い
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
独
学
で
な

く
確
り
と
し
た
師
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
心
掛
け
て
こ
そ
大
成
で
き
る
道

が
あ
り
ま
す
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

■や蔚

丸
山
　
正
明
氏
（
S
警
埜

ヾ
　
平
成
二
十

年
度
上
田
市

議
会
は
、
四

月
臨
時
議
会

を
聞
催
し
折

議
長
に
本
校
出
身
の
丸
山
止
明
議

員
を
選
出
し
ま
し
た

丸
山
氏
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て

四
期
口
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間

本
校
同
窓
会
理
事
と
し
て
こ
れ
ま
で

に
母
校
の
充
実
、
発
展
に
多
大
な
る

こ
尽
力
を
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
・

古
口
叫
校
時
代
は
野
球
部
で
活
躍
、
［
根
近

で
は
、
「
野
球
部
を
育
て
る
会
」
誕
生

と
同
時
に
、
会
長
に
就
任
し
久
保
相

愛
、
前
会
長
当
時
か
ら
校
内
外
の
多

く
の
関
係
諸
氏
と
力
強
い
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
も
と
、
上
関
千
曲
高
校
野
球

部
を
県
卜
の
強
豪
に
ま
で
、
育
て
上

げ
ま
し
た
．
】
こ
の
群
、
「
野
球
部
を
育

て
る
会
」
は
、
「
野
球
部
後
接
会
」
に
名

称
を
変
え
ま
し
た
が
丸
山
氏
に
は
碩

問
と
し
て
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
、
」
連
の
こ
尽
力
が
、
母
校

の
大
い
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
　
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
「
全

身
全
車
廿
を
傾
け
て
上
田
市
政
、
上
目

市
議
会
の
発
展
の
た
め
に
働
い
て
い

く
」
と
決
意
を
衣
明
し
ま
し
た
　
丸

山
議
H
の
ま
す
ま
す
の
こ
健
棒
と
こ

活
躍
を
祈
念
し
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す

同
窓
会
車
務
り

関
東
支
部
た
よ
り

埼
玉
工
又
サ
ギ
十
字
に
詔
持

案
支
警
長
深
町
　
共
桑
（
S
3
7
・
t
）

平
成
1
9
年
度
の
活
劫
を
簡
単
に
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
1
9

年
1
0
日
2
0
日
の
母
校
創
立
9
0
周
年
記

念
式
典
に
は
関
東
支
部
か
ら
軍
名
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
　
式
典
の
前
日
、

別
所
温
泉
中
松
屋
旅
館
に
2
5
名
が
集

ま
り
懇
親
会
を
持
ち
ま
し
た
が
、
恩

師
の
繍
賃
先
生
、
副
会
長
の
大
川
先

生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
会
に
催

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
∴
　
関
東
支
部

の
第
3
3
回
総
会
は
、
日
月
1
8
口
（
日
）

に
、
骨
‥
卜
希
佐
己
氏
（
S
4
7
・
巾
岨
）
実

行
委
員
長
の
も
と
「
は
あ
と
い
ん
乃

木
坂
」
で
問
催
放
し
ま
し
た
　
韮
調

講
演
の
（
株
）
テ
ン
セ
ン
杜
氏
、
若
林

邦
彦
氏
（
S
3
7
・
電
）
に
よ
る
「
会
社
程

宮
と
地
元
の
社
会
活
動
」
に
つ
い
て
の

お
話
は
、
数
多
く
の
方
々
か
ら
非
常

に
貿
重
な
内
容
だ
っ
た
と
好
評
で
し

た
■
▲
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
オ
ペ
ラ

歌
手
の
中
澤
公
子
さ
ん
と
「
か
っ
ぽ

れ
」
の
中
村
桂
子
さ
ん
達
に
ご
出
演

い
た
だ
き
、
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
　
平
成
2
0
年
第

3
4
回
総
会
は
、
商
業
部
会
が
幹
事
役

で
日
月
1
6
日
（
目
）
開
催
予
完
で
す
U

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
＋
靡
間

小
林
　
脚
仁
（
S
警
華

人
′
春
初
め
に
、
（
財
）
日
本
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
よ
り
優
良
団
体
賞
を
頂
き

ま
し
た
　
二
の
賞
は
、
k
年
の
活

動
・
実
績
に
お
い
て
抑
署
な
成
績
を

収
め
た
団
体
に
大
杉
さ
れ
る
も
の
で

長
野
県
に
お
い
て
、
高
校
の
一
．
字
賞
は

4
団
体
め
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
．
字
賞

を
記
念
し
、
O
B
会
で
あ
る
卜
∴
川
千

曲
高
校
庭
卜
久
会
と
上
川
千
曲
高
校
男

√
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
保
護
者
会
、
学
棺

が
合
同
主
催
で
上
田
市
薮
育
長
の
森

大
和
氏
や
本
校
同
窓
会
会
長
甘
‥
澤
令

行
氏
、
同
窓
会
副
会
長
大
川
秀
一
氏
、

旧
顧
問
の
先
生
方
、
O
B
の
方
々
、
保

護
者
の
方
々
∵
学
校
関
係
者
総
勢
7
1

名
に
よ
る
祝
賀
会
を
4
月
1
3
日
・

「
さ
さ
や
」
に
於
い
て
行
い
ま
し
た

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
班
顧
問
の
原
雅

幸
先
生
よ
り
、
北
信
越
選
抜
大
会
1

連
覇
の
様
子
や
全
国
高
等
学
校
選
托

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
2
年
油
続
ベ
ス
ト

8
の
株
十
な
ど
近
況
の
報
打
を
し
、

出
席
さ
れ
た
万
々
に
注
目
を
得
て
お

り
ま
し
た
　
ま
た
、
昭
利
二
年
度
よ

り
平
成
四
年
度
ま
で
の
班
員
や
戦
績

を
綴
っ
た
寮
料
を
基
に
各
々
の
年
代

を
懐
か
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
　
心
に

碓
る
す
ぼ
ら
し
い
祝
加
〓
会
が
〓
来
た

車
に
つ
い
て
こ
出
怖
さ
れ
た
〃
々
を

は
じ
め
、
陰
な
が
ら
本
班
を
支
え
て

卜
さ
る
力
々
に
感
謝
致
し
ま
す
　
今

後
と
も
こ
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
卜
げ
ま
す
■
　
あ
り
が
し
こ
り
こ
き

い
ま
し
た

上
田
千
曲
高
等
学
校
　
野
球
部
　
監
督

花
岡
　
淳
一

5
円
3
日
の
地
球
環
境
高
校
と
の

代
表
決
定
痕
で
延
蛇
の
末
4
対
b
で

破
れ
、
こ
の
夏
も
ノ
ー
シ
ー
ド
か
ら
頂

点
を
目
指
す
戟
い
が
始
ま
り
ま
す

こ
の
春
は
、
各
地
区
1
6
校
の
シ
ー

ド
校
中
9
校
が
地
区
予
選
で
敗
れ
、

賊
国
長
野
大
会
の
抹
相
を
見
せ
る
夏

へ
の
準
備
を
始
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
　
こ
の
歌
戦
に
な
る
で
あ
ろ
う
大

会
を
峨
い
抜
き
千
曲
高
校
野
球
部
の

歴
史
を
塗
り
替
え
る
た
め
に
こ
の
2

ヶ
月
何
を
す
べ
き
か
？
選
手
た
ち
に

ど
ん
な
力
を
つ
け
さ
せ
た
ら
い
い
の

か
？
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L　　＿＿「＿⊥千一■

上田干曲高等学校
創立90周年記念特集号

http：〟www13．ueda．ne．jp／■ucd90／

会Hの皆様には、創立90周年記念小葉並びに式典・税別会には格別のこ支接ご協ノJを矧卑く御礼111し1二げます，

ここに、記念ご非業の総決算を特集し、計画数しましたか業を無事終了することが日栄ました串を幸貯iさせていただきます

会＝紆阻二は、同窓会を通じて後非諸君のよりよい学習と部活動等の活躍が出来るよう環境整備や接助を実施し、ますます

付校の党矧二寄り・できますよう引き続きごま接いただきますことをお願い申し卜げます‥

■記念事業関係経過報告

平成16年5月19日　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年6月26日

理事・代楓委員会にて創立90周年記念事業内容・計画に　　同窓会総会にて記念事業実行

ついて決撫

平成16年7月3日

総会にて記念事業実施承認

「トレーニングルーム建投」イトレーニングマシン設■」・

「グラウンド駐車場整傭」・【稲葉館駐楕囁設tJ他

「既存建物改修」イ妃念托発行】イ記念式典・祝賀会」等

（トレーニングルーム間違事業の前倒し実施を決議）

平成16年11月10日

理事会にて記念事業準傭委員会設立

平成16年12月5日

同窓会　会員名簿　発行

平成17年2月9日

理事会にて記念事業実行委員会設立・予算内容検討

平成17年3月31日

トレーニングルーム起工式

平成17年5月11日

理事・代議員会にて菖己念事業実行委員会（会長　宮澤令行）

設立・役員組織確立

平成17年5月27日

トレーニングルーム完成引立

平成17年6月15日

同窓会報第19号発行
創立90周年紀念事業趣意智を同封・会貝より募金開始

平成17年6月22日

記念事業企業罵志寄附活動開始

上田千曲高校創立90周年記念事業決算書
（平成16年12月24日～平成20年3月31日）

■収入の部

委員会役員相継及び事業計画・予事の承認

平成17年7月20日

トレーニンクマシン納入設t

平成18年5月20日

PTA総会にて記念事業説明

募金協力依挿

平成18年5月31日
感

会報第20号発行・募金振り込み用紙同封協力依碩

平成18年6月25日

同窓会総会にて事業及び書金状況報告

平成18年10月12日

記念事業第1回チャリティーコルフ開催（24名参加）

平成19年2月13日

記念式典講演会講師に東大名誉教授「月尾嘉男」先生推奨

平成19年5月31日

同窓会報第21号発行

妃念式典・チャリティーゴルフ参加者募集

平成19年7月7日

同窓会総会にて状況報告、記念式典役員組織確立承認

平成19年9月15日

第2回チャリティーコルフ大会開催（〔目名参加）

総合作品展16日迄二日間開催出展者45名・

作品数104点

収入決算額　　43．364．400円

支出決算額　　43．364．4I！〇円

差引残額　　　　　　　　　〇円

桐葉館駐

平成19年10月19日

グラウンド駐車場完成引渡

平成19年10月20日

創立90周年記念式典挙行（上田市民会館）

祝賀会開催（本校第一体育館）

平成20筐1日31日

桐葉館周辺環境整備事業完成

平成20年2月29日

創立90周年記念誌刊行

平成20年3月25日

桐葉館駐輪場完成引渡

平成20年3月31日

創立九十周年記念事業決書暮完成

平成20年4月11日

決■委員会で承認、会計監査実施

（金額単億　円）

ウエイトトレーニングノrムl把工事

複写機

記念掟パンフレット

同窓会紀烹号

記念式典・祝賀会等

トレーニンクルーム墟拉

屋内練習Ⅶ改♯

クランド用駐事稚整1■

駐■Ⅶ及び周辺舗装塵傭

30．600．000

26．250．000

600．000

1．650．000

2000．000

9．000．000

38．曇it．726

24099785

17359375

1484910

2079000

3176．500

127575

1．645365

1．729．742

7619258

4．278．27■

2150215

472425

4635

270．258

1．380．742

古傷：事駁；事騨tこl用二Iマンン詮I計粁

改修工事・ネット工事

擁壁工事・舗装工事等

上震工事・鏑装工事等

リース代

会tI如　恥I E印　穫l檻圭1斯！売主

■邦■　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，■00．000　1435．7001．○○4．iO2　人積l皇月喘I珊I生羞I会t■粥Bl耶

■出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　696886　－696886　同窓会（■」立100周年記念事賽）推遺筆鷹会計

合計金顔　　　　　　　　　　　40，000．000　43．354．409　4．048．501

▲
』
■
l

鵠軒駆．‥



第22号

ノー、′一

′てトミi迄一弘

三食
l一二二一ii

上田千曲高等学校同窓会報　　　2008年（平成20年）5月31日【6］

蒜ノl

＿＿・⊥キ

二三’虹ノ‥11・I

言ハンド棚ら

山岳堆

鶉・て～　軋．竜
WI‾・

J

や
杢
轟
』
ぞ

】
1
も
こ
　
屋
号

〔
斗
㌦
」
雷
丁

ヽ
∴
J
刷
1
1
U
′

「篭



［7］2008年（平成20年）5月31日　　　上田千曲高等学校同窓会報

覿騒音の瓢は昨年より増え27％はととなっています。岩い焉王墓の採閂に目を向けている企業も多く、上小

管内の求人数は、製造業を中心にわずかながら、毎年増皿しています。製造関連の企業のほ巾・ほ熊取の求人は

争いですわ㌧事務系はあまり増力ロしておらす、販売サーヒス取も稽歪わらす求人かク＼ない扶′兄ですく　7社6名の

生徒か不合格となり、他の企業に就職を変えた王権もいました二公汚員は4名が受顕し2名わ省増して、みこと

希望を貫徹実現させた生徒かいました＝

第22号

大字　短大　各種専門芋1三への入字に当たっては∴本皮のような晦芙電子三からも様々な方′去（AO、育資椙、自己抱把入試等）で望笠しています　若枝で

は、指定校　一般椎蕎入試を利用した連字か主ですか、AOで大字21名、短大3名、専門芋校5名、その他－仁王試撃て24名か道草するようになりま

したJこの3月の卒業生（19年度卒）の鴇巽は下記の通りです。
・4年制大字進軍者は、前年度よりかなり増えました′多くは専門の関連の大字へ甚芋していますか、更に可能はを広げるため、異なる分野へ進学し

た生徒もいました。

垣大逆字書は前年度よりも循′成しました。それぞれの車」の専門性を活かして短大に直写していく主権が多いてす。

専門学校延字書は本校生徒の進路先としては一高多いですか、前年更と比へると3488てかなり減りました・LP工科短明大宇校には、昨年よりこら

に増え17名が合格しました〕また、看護系専門字校にも生活濁紀子斗から一億推考　一億受畢あわせ7名の生漆か進字を訣めていますノ

★印は本校の指定校です。r‾‾‾‾大事　二二二瑠欄大事　二二書門攣校　‾二二就■

■建築科　　　　　　　　　　　■機械科　　　　　　　　　　　■電子機械科

巨呈型旦塁旦型里」を．lll．lll．＿一・・．＿　型些Lllllllllll．＿＿　型些jヨ

★足型壬華大学（2）
★車掌塑掌鱒）
★日李工業大学　＿＿

tものつくり大字

金沢工業大学
匡l士館大学

埼玉工業車掌（2）
作新学院大学
千葉工業大学
干葉商季斗大学

＿長野大学　　＿

日本工業大学（2）

★足利工業大学（2）
‾　　　　二二二二二‾∴三‾二‾

★埼玉工業大学
」　．　　　　　　　＿＿＿

北海道工業大学
明海大学（3）
★日本大学短期大学部
★中央工学佼（3）

上田情報ビジネス■門学校

岳貰；壬恐祉■■博●丁

卜瑠諾露語蒜諾（㌔，

！澄ま農．蛤，
！日本貨物鉄道（株）

日信工業（株）
松澤瓦工業

■商業1組
巨細轟桐轍
★松本大学

千葉商科大字

重要事士大学
重責犀商科大学
長野大字
四日市車掌＿＿＿

松本大学

大月短期大学
信州短期大学

±＿圭革車掌＿－＿＿＿
★革革雲型杢掌＿＿
▲日本工業本字（2し＿＿＿

神奈川工科大学
金沢羊拳奉呈．・．－＿＿＿

さと享竺堅塁星型寧大学校　＿
★長野カレッジオフキャリア（3）

＿＿杢型堅塁瑳鱒事口掌理－＿＿

＿＿些塁垂担技工士哩掌寧＿＿

」聖旦杢墾筆書門学校　＿＿＿＿
長野カレッジオフキャリア

長野救命医療専門学校
長野県工科短期大学校（4）
アート金属工業（棟）

上田日本無碍（株）
カネテック（株）（2）
コトヒラ工業（株）

寿製ヨ酌癌）
ホテルテ■風間

（株）竹内製作所（3）
日精欄脂工業（株）

！　自信工業（株）（2）

［雷慧窓‾‾

埼玉工業大学
大同工業大学　（2）

乗洋大字
日本大学
日本工業大学（2）
金沢工業大学
帝京平成大学

乗海大字
東洋大学
松本大学
信州短期大学
トヨタ東京自動寧大学校

中日本航空専門学校

旦杢墾窒杢要撃＿＿＿－＿＿＿＿
上申曙鱒ビジ卒ス考F旦学校

嘩塑堅軽挙些事F旦掌堅＿＿
長野カレッシオブキャリア

伊那技術書門校
長野県工事斗短期大学校（8）
日本工学院八王子≠門学校
（株）竹内製作所

空型製鱒）＿＿＿－
日信工業（樵）（2）
日精樹脂工業（株）（2）
東日本旅客鉄道（株）（2）
云ヤリサン褒乗疎　「
（株）ユウワ

（石）米澤

■商業2組　　　　　　　　　　■食物栄養科

巨」iせこfl膚l耶L＿墜＿＿＿＿＿＿＿＿＋⊆⊆遥些墨塑墾些し型

★岐阜聖徳学園大学　　　　　　　　．★雲爛】学祭大字

高崎商科大学
★千葉商科大学

▼＿」　．　　　　　　　－　＿＿＿

山梨学院大学
杏林大学

東京経済本字
乗洋大学
長野大学

上田女子短期大学（3）
★信州短期大学
★自由が丘産能短期大学

i★高崎商科大字短期大学部（2）

★実践女子短期大学
★松本大字松商短期大学部（3）

飯［ヨ女子珊大学
高l崎商科大字短期大学部　　　　　i★武載丘短期大学
・★上田福祉敬愛芋院

：上田M報ビジネス書門学校（4）
・臼田経理書門学校

信州医療福祉書門学校

＿軽鱒鱒物事門掌佼（2）
兼京エアートラベル書門掌校

：芸芸崇諷簡由一－…一一・一、：畏野理美容書門学校

長野カレッジオフキャリア
アーテイカルヘアー二手一乗京

テ二ト岳面王盲酌疎）

（株）コヤマ

山洋■気テクノサービス（樵）

（株）信越精密
長野県書祭日
日借工業（株）
（株）プリンスホテル
（有）柳澤重機架粒

「1田女子短期大字鱒

：上田情報ビジネス書門学校（2）

「盲ヲ廟再挙疲　‾

！翫ここ．…
日本工学院八王子書門学校

（株）エスケー精工
（樵）カワベ工業
（樵）栗林製作所
．山諌毒気≠クノサービス（樵）

：（株）儒越璃密（2）
巳　しなの鉄道（樵）

1長野連合書果（株）
ホクト（株）

・★＿閑雲宇遡大学

★名古屋経済大学
★埠杢杢掌

松本大学

＿！車型女子短期大学（2）
飯田女子短期大学
★上田女子短期大学
★信州短期大学
★長野女子短期大学（2）
■　信州短期大学

清泉女学院短期大学
名古屋文科短期大学
★西武学園医学技術書門学校
★長野理美容専門学校

素放字間映画専門学校
長野カレッジオブキャリア

」長竪　琴琴製　軍事1掌嘩（亭）＿

■電気科

i一・’こ　　　■l、　」

★諏訪東京理科大学（3）
★日本大字

．★日本工業大字
r　神奈川工科大字（2）

重量　茎を掌＿＿－＿＿＿＿
松本大字

軍些琴革大字
契メディカルアカデミー

墨壷壷茎葉表毎麺薙工
エプソンM樽拍亨■M掌校

信州医＃福祉書門学校
京都保健衛生書門学校

長野県工科短期大学校（5）

堅塁享掌型！重要事口字画4）＿
パンタンデザイン研究所

＿松本衣デサイ字書門字鱒＿＿＿＿－＿＿＿
松本技術専門校
（梼）信越精密
シチズンファインテック（株）

自衛隊
多摩電気工業（樵）
中部電力（株）長野支店（2）
（財）中部電気保安協会
東京特殊電綿（株）
（株）トーエネック（2）

日本貨物鉄道（株）
日信工業（株）

■生活福祉孝斗

Ej潮目F月巨軒壬二＿田

★長野本学（2）
★日本福祉大学（2）

駿河台大学

．＿＿星型杢星型＿＿

巨上田女子鱒型本学（3）、★信州短期大学

．」垂華字些室些杢字
★横浜ことも専門学校

上田医師会付属t護学院
小諸手練書門（5）
．佐久総合病院雷！l書門学校

－．＿　些型声鱒型享門等嘩＿＿＿「＿
．飢形実術学校

：東京製菓学校
l　長野医療技術専門学校

！長野病院付嘩暮護宇鱒＿＿＿＿川
上田しいのみ会
エフヒー介護サーヒス（株）

東京ビューティーア二ト書門掌撃

日本アーツオフビューティ専門芋笹

日本事子書門学校
ビジュナリーアーツ

東日本調理師専門学校
二葉栄養書門学校
レコールパンタン

（株）浅野屋
l楕）あつぶるアイヒー

アロマプレスカコーホレーション畢ツセンツ7

（有）旬影葉たむら
事由荘病疫‾‾‾

（拝）ツルヤ

（株）星野リゾート

鹿教湯病院
（株）ク占⊥ハルホットライン

コトヒラ工業（樵）

さかき美里凪

＿王鱒串姓奉鱒埜鱒譲華＿＿
（樵）ツル・P

日信工業（株）
曇上ベーカリー（樵）
北陸コカ・コーラポトリンク（樵）

■定時制

亨鞍名または企鼻毛

ヒコ・みずのジュエリーカレッジ

上田日本無線（樵）
ヱスビー食品（樵）
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●

優牌
へスト8

●　　●

女子　シンクルス16位

女子個人　渡辺→県大会

●　　　　　●

全Å→県大会

男子　800m：池田（準決勝進出）・
1500m（予選出場）

200m　渋沢（6位）

4×100mR

濁水、荒川、堀内．渋沢（予選出場）
走幅跳　堀内（予選出場）

砲丸投　堀内（予選出場）

円盤投　矧lL松本（予選出場）

●　　　　　　　　　　　●

／準決勝

／ヘスト4

●　　　　　　　　　　　　●

／初敲敗退

●　　●

男子団体／6位
男子個人′全Å→県大会

女子個人　1回載敗退

男子団体′1匝l樅敗退

男子個人

樽沢、合澤、柳沢、高森（1回載敗退）
100kg鰻　尾崎（ペスト8）→北信越大会　初

載敗退

由体　　　　　優勝一

個人
（小臼・小林■勝）（山崎・濁水準優勝）（今
里・高井5位）→

ul百・小林31立）（寺里・高井′＼スト8）

●　　　　　　　　　●

団体／準優勝
個人／（鈴木・上野ベスト8）→

団体　2回戦

個人　1回戦敗退

ヽ　　　　　　　●

／孝優勝→　　（へスト8）

●　　●

男子団体戦予選リーク敗退・男子個人戦敗退

●　　●

団体・個人（全員）一

団体　男子400m・800mリレー・

メドレー（3位）

女子　400mリレー4位・

メドレー（3位）

個人　小林美里200バク（5位）一

団体　男子800mリレー（8位）一

●　　　　　●

／ベスト8→　　（1回戦敗退）
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●　　●

個人　男子　吉本6位、原7位

女子　一之瀬7位

団体　男子Aチーム優餅、Bチーム4位、

女子Aチーム7位、自チーム1十位

団体　男子Aチーム（4位）

個人　予選焉ち

団体　男子　優勝

女子　5位

個人　男子タプルス（田島・倉耗優掛
シングルス（田島優勝）

個人　女子タプルス（土田・林）2位▲

シングルス（林）3位→

団体　男子　2回載敗退

女子1回甑敗退
個人　男子ダブルス1回敲敗退・

シングルス2回蝦敗退

女子1回戦敗退
●　　　　　　　●

4位
へスト8

●　　●

男子　団体6位

女子　団体3位→　　　　（女子箆体）

女子　団体1位

男子●団体2位．3位

●　　　　　　　●

′柳原　30m（優勝）

●　　　　●

参加

●

／12台　特別賞1台受賞

12台　最有成績　決勝レース出喝

●　　●

個人　敢闘井　滝澤・

中部予選会清紀部門出場

●　　　●

8蠣成の部　銀賞愛人

●　　●

●

毎週月曜日・

毎週水曜日・

毎週金曜日・

●

ラジオドラマ担門優良賞

（ヒデオメッセージ部門・アナウンス部

門・朗読部門　奨励賞）

競このクラブ活動の結集は平成19年よのものです。

軋■秋（新人）どちらかの長い大会結果を鴫せてあります。本紙の6ページに
平成20年脚を■暮してあります．

第49回干曲崇

メインテーマ

サブテーマ

今回も各界、地域でこ活躍の会員の寄稿を戴き、紙面を

飾る事ができました。ありがとうございます。90周年記

念が、各方面、同窓生の皆様のこ協力により、無事終わり

ほっとしております。　　　　　　　　　　　　（土屋）


